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論文の内容の要旨
　本論文は，重陽子と原子核との相互作用によって生ずる弾性散乱並びに（d，p）反応について，以下の実験と
理論的分析を行い，それによって得られた散乱と反応過程の微視的機構に関する新しい知見を論述したものであ
る。すなわち，
　（！）208Pbと138Baを標準とした22MeVスピン偏極重陽子の弾性散乱及び（d，p）反応の実験
　（2）今までに確立した各種の解析手段の拡張，及びそれを用いた実験データーの新しい解析と反応機構の検討，
　（3）　（d，p）反応のテンソル分析能丁20の角度分布における移行角運動量依存性の発見と，その理論的裏付け
　　　に関する研究。
　実験として，著者は筑波大学加速器センターのタンデム加速器及びラムシフト型偏極イオン源から得られる
22MeVスピン偏極重陽子ビームを208Pbと玉38Ba標的に照射し，弾性散乱と（d，p）反応の両方に対してそれぞれ
微分断面積，ベクトル及びテンソル分析能の角度分布の実験データーを広い角度範囲にわたって蓄積した。
　弾性散乱データーの解析に際しては，次の三種の手法が採用されている。
　　（1）伝統的な現象論的光学ポテンシアルによる計算と実験との比較，
　　（2）　“㎜odeいndependent”と呼ばれる方法で得られるポテンシアルによる計算と実験との比較，
　　（3）原子核との相互作用の過程で入射重陽子が中性子と陽子に分解する過程も考慮して，チャネル結合理論
　　　　を拡張したCDCC理論（Conti㎜u脈Discretized　C㎝p1ed　Channe1theory）による解析。
　著者の解析によれば，（1）の光学ポテンシアルによる理論計算はテンソル分析能において実験と一致せず，（2）の
手法では（d，p）反応の実験データーを説明することが困難であり，結局（3）のCDCC理論による解析が，著者が
得た弾性散乱と（d，P）反応の両者に対する実験データーを最も良く再現する。この解析（3）において，著者は今
までの解析で考慮されていなかったrパウリの排他原理」の重要性に着目してこれを取り入れ，（・）20MeVのエ
ネルギー領域でも弾性散乱の解析にCDCC理論が適用できる事，（b）重陽子の分解過程の干渉性にエネルギー依存
性がある事，（・）そのエネルギー依存性は，分解過程が等価ポテンシアルで表現され，これが斥力的で，しかもクー
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ロンカと核力の相対的重要性にエネルギー依存性があるという事実によって説明できること，を示した。
　（d，P）反応の解析においては，伝統的光学ポテンシアルを用いたDWBA理論（DistortedWaveBom
ApProximat1㎝）とCDCC理論で得られた弾性散乱の波動関数を利用する“CDCC（d，P）”が比較されている。後
者では新規にパラメーターを導入せずにベクトル及びテンソル分析能の実験データーが再現され，又，本論文の
エネルギー領域では，（d，P）反応が1段階過程と考えられると結論している。
　（d，P）反応のT20の角度分布における移行角運動量依存性（j一依存性）の発見と，なぜこの様な現象が起こる
かについて，理論的及び直感的な説明が明確になされている。ここでは，重陽子のD状態の散乱振幅への寄与が，
S状態からの寄与と如何に干渉するかが調べられ，また現象の説明に角運動量効果が有効に利用されている。
審査の結果の要旨
　重陽子と原子核との反応機構を，スピン偏極重陽子を用いたベクトル及びテンソル分析能の測定とその解析か
ら明らかにしようとする研究は，これまでにも行われている。しかし本研究はCDCC理論にパウリ原理を導入し，
さらに“CDCC（d，P）”という新しい解析法を確立して，弾性散乱と（d，P）反応を統一的に解析することを可
能にしたこと，並びにT20の角度分析における移行角運動量依存性という新しい角運動量効果を発見したことの
二点において，スピン偏極現象を利用した原子核反応機構・核構造の解明，及び原子核反応に関する理論を，今
後より複雑な入射粒子による核反応過程へと発展させる際に，その基礎として強力なインパクトを与えるもので
あり，高く評価される。
　よって，著者は博士（物理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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